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１．はじめに
「ヒューマン・ハイ・パフォーマンスを実現する
次世代健康スポーツ科学の国際研究教育拠点－最先
端生命・認知脳科学の導入－」（征矢英昭拠点リー
ダー）は、2014年度の本学概算要求の主要案件と
して文部科学省に申請し、「国際的に卓越した教育
研究拠点機能の充実」事業として採択され、体育系
で 5年間展開されたプロジェクトである。その目的
は、身心の活力を最適化する（ヒューマン・ハイ・
パフォーマンス；HHP）基盤技術を開発・実装する
べく、最先端生命・認知脳科学の導入による国際的
に卓越した共同研究拠点の創成にある。具体的には、
多分野を統合する先端研究プロジェクトの推進と併
せて、学問領域間及び研究と実践間の壁を超えた次
世代健康スポーツ科学の学位プログラム（博士後期）
を推進した。
本プロジェクトは、直近では、2010～ 2013年度
実施の同じく文科省特別経費プロジェクト「たくま
しい心を育むスポーツ科学イノベーション－身心統
合スポーツ科学・認知脳科学の導入－」（Body-mind 
integrated Science, BAMIS：征矢英昭拠点リーダー）
の成功を踏まえた後継プロジェクトとして位置付
き、新たに最先端生命・認知脳科学の導入すること
で「ヒトの身心の活力低下の問題」の解決に挑もう
と組織された。
本プロジェクトでの実績により、2015年 7月、本
学体育系の先端研究センターとしては半世紀ぶりに
「ヒューマン・ハイ・パフォーマンス先端研究セン
タ （ーARIHHP）」が設置されたことになる。これは、
21世紀 COE（健康スポーツ科学の推進：西平賀昭
拠点リーダー）の経験を踏まえた体育系の中期目標
の実現ともいえる。その実現に寄与した本プロジェ
クトは 2019年 3月で終焉を迎える。温故知新の観
点から、その足跡を記録し、原点回帰する際の資料
とすべく、簡単ではあるが以下に本プロジェクトの
成果等を報告する。
２．HHPプロジェクトまでの歴史的背景（図 1）
筑波大学体育系は、明治政府による師範学校や体
操伝習所の創設以来 150年の歴史を通じて日本の体
育・健康スポーツ科学のリーダーとして、常に国民
の体力・健康増進、並びに競技力向上のための国家
的要請に応えてきた。これまでに「国民体力特別
研究プロジェクト（1976～ 1980年度）」や 21世紀
COEプログラム「健康・スポーツ科学研究の推進
（2002～ 2006年度）」を推進し、英国ラフバラ大学
と並び世界をリードする実績を有する。
最近では、「人と社会の活力低下問題」という地
球規模課題や国際的要請にスポーツを通じて応え
る多くの国家研究プロジェクトを展開してきた。都
市化や競争社会、運動不足など慢性ストレスを助長
する複合要因は子どもにさえ身心の活力低下を招
き、国民健康のバロメーターとされる医療費は増加
の一途をたどっている。この解決にはスポーツの生
活化が有望視されている。折しも、2010 年に政府
から打ち出された「スポーツ立国戦略」やそれに基
づく東京五輪（2020年）の開催は、2030年を完成
年とする健康長寿社会に向けた推進事業と相まっ
て、国民の身心の活力低下問題をスポーツによるラ
イフイノベーションで補完する好機となる。
＊ 筑波大学体育系ヒューマン・ハイ・パフォーマンス先端研究センター（ARIHHP）
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そこで我々は、文科省特別経費研究プロジェクト
「たくましい心を育むスポーツ科学イノベーション
－身心統合スポーツ科学・認知脳科学の導入－（2010
～ 2013年度）」において、武道や東洋的身体技法に
内在する身体技法のエッセンスや豊かな環境が身心
の統合を通じて活力を高める効果に着目し、最先端
の認知脳科学の導入と学融合から創成される革新的
な「身心統合スポーツ科学」（Body-mind integrated 
Science, BAMIS） を展開した。これは、1976～ 1980
年に政府主導で推進した国民体力特別プロジェク
ト以来、初めて体育系が健康体力ベースの統合プロ
ジェクトを推進したものである。BAMISの 4年間
の取り組みにより、これまでにない高水準の基礎研
究論文や社会実装、特許取得などの著しい成果をあ
げた。これらは、大学本部から高く評価を受け、次
期（2014年度）の概算要求への申請を推し進め、本
プロジェクトの実現へと繋がった。
３．ヒューマン・ハイ・パフォーマンス （HHP） とは
これまでの科学技術は、人の身体能力が低いこと
を前提に、それを支援、拡張、補完することで発展
し続けてきた。しかし、人の身体能力は低いが、適
度なトレーニングで高められることをこれまでス
ポーツ科学は証明してきた。ヒトのパフォーマンス
（身体活動能力）は、筋力や持久力などの体力だけ
でなく、技術・用具や代謝能力、ストレス耐性、注
意や判断などの認知パフォーマンス、コミュニケー
ション能力など様々なファクターにより決定され
る。それらを心・技・体を基盤とし多角度的、総
合的に検証することで人間の総合的な身体活動能
力の最適化（ヒューマン・ハイ・パフォーマンス：
HHP）を実現し、元気でたくましい人間をつくり、
地球規模課題である「ヒトの身心の活力低下の問
題」の解決に挑む（図 2）。
本プロジェクトでは、身心の活力を構成する「体
図 1　健康体力増進に寄与してきた筑波大学体育系の歴史と HHPプロジェクト（征矢作図）
図 2　ヒューマン・ハイ・パフォーマンス（HHP）の概念図（征矢作図）
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（身）」・「心」の要素と、その統合性の表れである「技」
のそれぞれで先端性を追求しながらも、最終的には
それらを統合した研究プロジェクトを展開する。こ
れにより、「健康・スポーツ科学」という体育・ス
ポーツ科学のコア概念を含む「ヒューマン・ハイ・
パフォーマンス」という新たな概念を提唱しようと
するものである。
４．本プロジェクトの概要
本プロジェクトは、身心の活力を最適に引き出す
（HHP）基盤技術を開発・実装するために、最先端
生命・認知脳科学の導入により、国際的に卓越した
共同研究拠点を構築し、また、次世代健康スポーツ
科学の学位プログラム (博士後期 )において、国内
外の研究拠点や企業との連携を通じて、最先端技術
を実装できるグローバルな次世代型研究者を養成す
ることを目的として平成 26年～ 30年に実施した。
（1）研究事業
HHPを引き出す技術開発に焦点をあて、最先端
の生命・認知脳科学を導入した次世代健康スポーツ
科学の推進により、心技体の能力を最適化するため
に必要な運動と休養（睡眠）効果を統合的に理解す
ると共に、HHPを引き出すトレーニングやコンディ
ショニングに応用できる基盤技術の開発を目指し
た。この研究のコアは本学体育系とヒューマン・ハ
イ・パフォーマンス先端研究センター（ARIHHPH；
2015年 7月～）を中心に設置した。
A：スポーツ医科学研究（西保、武田、徳山、前田）、
B：脳科学研究（坂入、鈴木、征矢、松井）、C：スポー
ツ工学研究（図子、浅井、高木）、D：身心統合研究（清
水、酒井、長谷川）の 4 研究部門を中心に研究を
推進した。その際、国際統合睡眠医科学研究機構、
サイバニクス研究センター、生命領域学際研究セン
ター、国立スポーツ科学センター（JISS）などと連
携しながら、最先端の研究水準を確保した。また、
実践部門としてコーチング領域（榎本、岡田、仙石、
西嶋）を置き、プロジェクトを推進した。
（2） 教育事業：次世代型研究者養成「次世代健康
スポーツ科学学位プログラム」
筑波大学人間総合科学研究科体育科学専攻と連
携し「次世代健康スポーツ科学学位プログラム」を
設置。具体的な社会的課題の解決を目的としたアウ
図 3　HHP学位プログラムのコンセプトおよび実施体制
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筑波大学人間総合科学研究科体育科学専攻と連
携し「次世代健康スポーツ科学学位プログラム」を
設置。具体的な社会的課題の解決を目的としたアウ
図 3　HHP学位プログラムのコンセプトおよび実施体制
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トカムベースで革新的な最先端研究と、国内外の研
究拠点や企業との産官学連携を基盤として博士後
期課程の大学院教育を行った。「HHP：人々の身心
のポテンシャルの最適化」を実現する基盤技術の開
発・応用を通じて、人と社会の活力低下などの社会
的問題の解決に貢献し、最先端研究における「独創
的研究推進能力」及び実践フィールドにおける「協
働的課題解決能力」を有する次世代研究者としてグ
ローバルな博士人材を養成することを目指し実施
した（図 3）。
５．プロジェクトの成果
（1）研究事業
研究事業は前述の 4部門で相互に強調し合いなが
ら総合的に研究を推進した。
【プロジェクトおよび研究課題】
Ⅰ． 運動と脳機能（体育系／国際統合睡眠医科学研
究機構）2014～ 2018年実施
・ 認知機能を高める運動プログラム開発
・ 運動意欲を高める運動条件と用具開発
Ⅱ． トレーニング条件（運動・休養（睡眠）・栄養）
の見直し（体育系／国際統合睡眠医学研究機機
構／国立スポーツ科学センター　2014～ 2018
年実施
・ アスリートのストレスモニタリング
・ 疲労の解明と予測
Ⅲ． アスリートのトレーニング手法の一般運動処方
への応用展開（体育系／国立スポーツ科学セン
ター）　2016～ 2018年実施
・ 筋・脳を共に高める多機能トレーニング法（高
強度インターバルトレーニングなど）の開発
・ 低圧、低酸素トレーニングの汎用性の検証
【論文・研究発表】
2014年度は NeuroImage、J Appl Physiol、Scientific 
Report、PLOS ONE、Diabetesなど 59本、2015年度 
は Neuroimage、Molecualr Nutriton and Food 
Research、Neurochemical Research、Scientific 
Reports、Am J Physiol Regul Integr Comp Physiol、J 
Sports Scienceなど 87本、2016年度は Diabetologia、
Endocrinology、Neuroimage、PLOS ONE、Med Sci 
Sports Exerc.など 212本、2017年度は Nature Medicine、
Diabetes、Metabolism、Hippocampusなど 261本の査
読付き原著論文を発表した。その他、研究成果に関
する件数は表 1に示す通りである。
（2） 教育事業：次世代型研究者養成「次世代健康
スポーツ科学学位プログラム」
前述した本プロジェクトが目指す人材を要請す
るために、PBR（課題解決研究）を基本とした学際
的、実践的、国際的教育カリキュラムと領域を超え
た教員チームによる研究教育支援体制を整備した。
学生ごとに、メンター教員、研究指導教員、プロジェ
クト指導教員からなるチームを構成して複数指導
体制を整え、入学時に診断的評価を実施し、各学生
に必要な個別履修プランを設定して、学生の個性に
応じた補完的教育を実施した。また、独自のカリ
キュラムに従い、国際ディベート合宿（1、2年次
必修）、プロジェクト・ローテーション（1年次必
修）、国際フォーラムおよびプロジェクト・フォー
ラム （1or2年次必修）、課題解決研究（2年次）を
始めとする必修科目および各種の選択科目を開講。
また、1年次修了時には形成的評価、2年次修了時
には QEを実施し、次年次以降で実施する研究およ
び実践活動を確定する（図 3参照）。これらは、学
位プログラム運営委員会、学位論文評価委員、産官
学連携プロジェクト評価委員会および外部評価委
員会のもと運営を行った。
【受入実績】
最先端研究と産官学連携を基盤として博士後期
課程の大学院教育に資するため、「次世代健康ス
ポーツ科学学位プログラム」を体育科学専攻と連携
して設置し、平成 26年に募集を開始、翌 27年に１
期生を迎え入れた。これまでの受入実績は以下の通
りである。
2015年度入学　4名　（うち外国人留学生 1名）
2016年度入学　2名
2017年度入学　3名
2018年度入学　3名　（うち外国人留学生 2名）
2017年度に初めての修了生を輩出、博士（健康
スポーツ科学）を授与した（2018年度末時点で累
計 4名修了見込み）。
【独自カリキュラムの実施】
■ 合宿型授業　国際ディベート合宿
目的：国内外の健康スポーツ科学トップ研究者と
表 1　2017～ 2017年の研究成果に関する件数
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ともに、合宿形式で講義、プレゼン、議論、実技等
を行い、次世代型博士に要求される専門性、学際性、
国際性を身に付ける。
2015年から毎年、柔道の総本山・講道館（東京
都文京区）で開催。嘉納治五郎と柔道について講義・
実践形式の両面から学びながら、異分野の学生・教
員・講道館研究職員との間で互いに発表・議論を
行った。その他、海外研究者を招聘しディベートを
実施した。
■ 出張型授業　プロジェクト・ローテーション
目的：大学外の社会で健康スポーツ科学がどう活
かされているのかについて、学校、地域、企業等を
キーワードに実際に現場に出向いて学ぶ。
2015～ 2018年度の訪問先：講道館、明治安田厚
生事業団体力医学研究所（東京都）、被災地支援小
学校訪問（岩手県、宮城県）、国立スポーツ科学セ
ンター（東京都）、国際統合睡眠医科学研究機構（茨
城県）、モルテン社（広島県）、東日本大震災復興支
援プロジェクトうつくしま体操教室（茨城県）、ブ
ラインドサッカー東日本リーグ・なないろサッカー
フェス（茨城県）、デサント R&D研究センター（大
阪府）、利根町 町民運動会（茨城県）
■ 参加型授業　国際フォーラムおよびプロジェ
クトフォーラム
目的：日頃の研究や実践活動の成果を年度末に学
内で開催される国際研究フォーラムで原則的に英
語による発表を行う。フォーラムの運営にも携わる
ことで、マネジメント力を身に付ける。
（3）国際シンポジウム、セミナーなどの開催
【国際フォーラムの開催】
国際フォーラム Human High Performance International 
forum 2015/2016/2017/2018を含むサイエンスウィー
クを毎年度末に開催し、国内外の種々の研究教育機
写真 4　ブラインドサッカ東日本リーグ（茨城県）
写真 5　国立スポーツ科学センター（東京都）
写真 6　株式会社モルテン（広島県）
写真 2　講道館での授業の様子 2
写真 1　講道館での授業の様子 1
写真 3　講道館での授業の様子 3
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関から先端的健康スポーツ科学研究者や基礎研究
者など 44名（うち海外 17名）を招聘（表 2）し、
研究者、学生、省庁、自治体、企業関係者など延
べ約 900名が参加した。（最終年度も Human High 
Performance International forum 2019 と題して 2019
年 3月 5日・6日に開催予定）。本プロジェクトの
成果を報告すると共に、国内外の他分野の研究者と
学際的な議論を重ね、情報交換をすることで最先端
の体育・スポーツ科学研究の推進や、次代を担う人
材育成の場として機能した。また、これらの場で生
まれた更なる共同・連携の種は、ミッションを共
有する国内外の諸機関と共有され、今後の ARIHHP
の活動の糧となる。
【HHPセミナーの開催】
2014年 5月 2日を皮切りに通算 50回開催（表 3： 
2019年 2月時点。サイエンスカフェ 7回を含む。
うち 30名を海外から招聘）。延べ 1500名超の学内
外の教員・研究員・学生などが参加した。
また、2018年より、新たな試みとして、競技現
場の指導者と先端研究を行う研究者が、互いが持つ
実践知・理論知について情報交換する「コーチング
カフェ－Matching Wisdom with Science－」を開始
し、競技現場において指導者が抱える課題の解決法
を模索し異種業者によるプロジェクト研究創出を
目指す。
（4）国際共同研究拠点としての公募型研究事業
HHPプロジェクトのミッションを共有する学内
外、国内外の多くの大学、研究機関と連携しなが
ら強い基礎研究を推進するため、2014年より毎年、
公募型研究事業を行ってきた。採択者は毎年度末の
フォーラムで成果報告を行った（ポスター発表およ
びシンポジウムでの口頭発表）。
今後も体育系と連携し、共同利用・共同研究機能
の強化を図りたい。
【採択件数】
2014年　13件
2015年　10件
2016年　18件（内訳　学内：13件、学外：5件）
2017年　27件（内訳　学内：13件、学外：13件、
国外：1件）
2018年　35件（内訳　学内：18件、学外：16件、
国外：1件）
（5）先端研究センターの設立
本プロジェクトを基盤に、2015年 7月、筑波大
学体育系ヒューマン・ハイ・パフォーマンス先端研
究センターが組織化された。これは 1964東京五輪
を５年後に控えた 1960年設立の「東京教育大学体
育学部付置スポーツ研究施設」以来、半世紀ぶりの
先端研究施設となる。
設立当初「活力健康部門」と「スポーツ競技部門」
の２部門で発足したが、今後の共同利用・共同研究
拠点の形成に必要な研究施設ベースの組織整備、な
らびに新メンバー加入による戦力補強を通じて高
い統合性と基礎力充実を目指して、人間の総合的身
体活動能力を担う①「心」②「体」③「技」の３研
究部門に再編成し、更なる強化を図る。
この ARIHHPをプラットフォームとし、スポー
ツ庁委託事業「スポーツ研究イノベーション拠点形
成プロジェクト（SRIP）」（2015～ 2020年）を獲得。
2020年東京オリンピック・パラリンピック、並び
にそれ以降の日本の国際競技力向上に貢献するこ
写真 8　フォーラム運営
写真 9　フォーラム集合写真
写真 7　英語によるポスター発表
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表 2　国際フォーラムなどにおける体育系外からの招聘者一覧
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表 3　セミナー一覧
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とを目指し、JISSなどとの連携を通じて、アスリー
トのポテンシャルの最大発揮のために、アウトカム
ベースで革新的な研究・開発を推進し、その成果を
実践フィールドに実装することを使命とした研究
プロジェクトを推進している。
また、これまで蓄積した卓越した先端スポーツ科
学研究のノウハウと、世界的に見ても稀有なスポー
ツ研究施設を活用し、国内外の多彩な分野の研究者
コミュニティの要請に応えるとともに、健康スポー
ツ科学領域の発展を目指しオールジャパン体制で
英知を結集する集学的拠点として、体育・健康ス
ポーツ科学領域初の文科省「共同利用・共同研究拠
点認定」を目指し、強化を行なっている。
６．まとめ
「ヒューマン・ハイ・パフォーマンスを実現する
次世代健康スポーツ科学の国際研究教育拠点－最
先端生命・認知脳科学の導入－（2014～ 2018年度）」
プロジェクトは、筑波大学体育系をはじめ、国内外
の多くの研究者や専門家、関係者の尽力と協力のも
と、先端的研究、人材育成及び国際的に卓越した共
同研究拠点形成において成果をあげ、終了年度を迎
えた。
７．今後の展望
過去 5年間にわたる本プロジェクトでの成果およ
び課題を基に、今後もARIHHPにおいて最先端の体・
工・医の異分野融合を更に推進していく。新たに情
報工学を加味した機能を充実させることで、高意志
力、高持久性及び高巧緻性を兼ね備えた「たくまし
い身心」を育む基盤技術の研究・開発実装性を高め
定着させること、また、子供から高齢者、有疾患者、
アスリートまで様々な階層で HHPを実現する研究・
開発を推進。加えて、先端的研究力と実践力を併せ
持つグローバル人材を育成育成も併せて推進して
いく。
８．おわりに
5年間にわたりご指導・ご支援いただきました、
文科省、筑波大学研究推進部、筑波大学体育系教員・
研究員および国内外の多くの研究者や専門家、体
育芸術エリア支援室、ARIHHPプロジェクト推進
室（旧 HHPプロジェクト室）、その他、本プロジェ
クトにご尽力いただいたすべての方に心より深謝
し稿を閉じたい。
